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指摘事項 
 

 評価できる点 
B型肝炎ウイルス（HBV）の遺伝子複製に関与する宿主分子 TARDPを同定
し、創薬標的としての可能性を示したことは評価できる。国際雑誌に成果を発

表していることも評価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
候補分子と HBVとの結合を阻害する低分子化合物を探索及び早期の特許化
を行う等、創薬に向けた研究活動の進展が望まれる。 
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